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デ
ュ
ー
ラ
ー
の
有
名
な
水
彩
素
描
《
兎
》や
《
芝
草
》（
ウ
ィ
ー
ン
、

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
美
術
館
所
蔵
）（
図
一
）は
長
ら
く
自
然
研
究
の

極
（
ス
ン
マ
）と
し
て
標
榜
さ
れ
て
き
た
。デ
ュ
ー
ラ
ー
が
活
躍
し
た

十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
は
、中
世
か
ら
近
世
に
跨
が
る
狭

間
の
時
代
で
あ
り
、絵
画
で
は
「
何
が
」描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
問

題
と
同
時
に
「
い
か
に
」描
く
か
が
問
い
直
さ
れ
た
。そ
れ
は
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
芸
術
に
対
す
る
次
の
モ
ッ
ト
ー

：

「
芸
術 kunst 

は
自
然 

natur 

に
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
取
り
出
す
こ
と
の
で

き
る
者
が
そ
れ
を
得
る
の
で
あ
る
」に
よ
く
現
れ
て
い
る
。こ
の
時
期

絵
画
に
お
い
て
遠
近
法
と
い
う
新
し
い
世
界
の
発
見
と
「
リ
ア
リ
ズ

ム
」が
追
求
さ
れ
た
が
、こ
の
可
視
性
に
対
す
る
実
験
的
な
試
み
を

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
素
描
で
行
っ
た
。デ
ュ
ー
ラ
ー
は
素
描
、版
画
、油
彩

画
と
い
う
技
法
の
違
い
を
戦
略
的
に
使
い
分
け
た
が
、デ
ュ
ー
ラ
ー

の
素
描
は
と
り
わ
け
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
で
あ
り
、し
ば
し
ば
彼
の

芸
術
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
な
る
。

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
自
然
主
義
と
技
巧
性
の
間
の
緊
張
関
係
の
中
で
、

自
身
の
新
し
い
芸
術
概
念
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。水
彩
素
描
《
芝

草
》も
一
見
自
然
そ
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、黄
金
分
割
比
に
基
づ

き
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
に
構
成
さ
れ
た
自
然
で
あ
る
。ま
た
デ
ュ
ー

ラ
ー
は
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
銅
版
画
を
模
写
し
た
素
描
《
海
神
》

（
ウ
ィ
ー
ン
、ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
美
術
館
所
蔵
）（
図
二
）で
マ
ン

テ
ー
ニ
ャ
を
経
由
し
た
古
代
風
の
人
体
に
繊
細
な
モ
デ
リ
ン
グ
を
施

す
こ
と
で
、よ
り
人
体
に
触
角
的
な
物
質
性
を
与
え
た
。そ
し
て
銅
版

ボン大学教授（美術史家／アートキュレーター／美術評論家）。 ボ
ン大学でルネサンスから近・現代美術史の講座を担当。 アートキュ
レーター、美術評論家としても幅広く活動している。 美術史の歴史
および方法論、ミュゼオロジー、アート界の構造全体に関心がある。
近年の主な研究業績は『デューラー、ヌードの発見 』（ミュンへン、
2014年）、『ルネサンスの画家　クラナハ』（ミュンヘン、2015年）
ほか多数。

特
別
講
演
Ⅱ　

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
と
版
画
に
お
け
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
と
マ
テ
リ
ア
ル

ボ
ン
大
学
教
授
　
ア
ン
ヌ
・
マ
リ
ー
＝
ボ
ネ

画
《
ネ
メ
シ
ス
》（
図
三
）に
お
い
て
新
た
に
「
構
成
さ
れ
た
女
性
ヌ
ー

ド
」に
取
り
組
み
な
が
ら
、皮
膚
、金
属
、風
、鳥
の
羽
の
質
感
を
描
き

切
っ
た
。自
然
主
義
／
リ
ア
リ
ズ
ム
は
可
視
性
を
担
保
す
る
も
の
で

あ
り
、物
質
性
は
そ
の
手
段
で
あ
っ
た
。

　

レ
オ
ナ
ル
ド
と
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
偉
大
な
規
範

は
、自
然
と
身
体
の
表
現
を
規
制
し
、そ
れ
ら
を
古
代
の
ヴ
ィ
ト
ル

ヴ
ィ
ウ
ス
の
基
準
に
図
り
理
想
化
し
た
。し
か
し
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
身

体
は
『
人
体
均
衡
論
四
書
』（
一
五
二
八
年
）に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、実

際
の
計
測
の
実
践
の
総
括
で
あ
る
。彼
は
自
然
研
究
に
お
い
て
自
然

と
裸
の
身
体
を
再
び
解
放
し
、自
然
の
性
状
を
む
き
だ
し
に
し
、そ
れ

を
触
角
的
に
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
す
ら
し
た
。デ
ュ
ー
ラ
ー
は
独
自

の
方
法
で
、自
然
性
と
可
視
性
の
文
法
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

図 1  デューラー《芝草》、水彩とグワッ 
シュ、ウィーン、アルベルティーナ、
1503 年頃

図 3  デューラー《ネメシス》、銅版画、
1501 年頃

図 2  デューラー《海神》（マンテーニャの銅版画の模写）、
ペン素描、ウィーン、アルベルティーナ、1494 年

（
文
・
青
山 

愛
香
）


